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1． はじめに 

日本語を母語としない者にとって，カタカナ

語の意味を理解するのは困難が伴う．その一因

として，カタカナ語の発音が元になった単語の

発音と異なっていることがあげられる．一方，

専門用語等でのカタカナ語の使用頻度は高く，

日常的にも，カタカナ語が使用される機会が多

くなっており，外来語辞書にないものも増えて

いる． 
現在使用されているカタカナ語の約 80％は英

語起源であるといわれることから，カタカナ語

から元の英単語を検索するシステムは，カタカ

ナ語理解を支援すると思われる．そこで，カタ

カナ語理解の支援を目的にとしたシステムの基

本部分として，ローマ字表記からカタカナ語の

基になった英単語を検索するシステムを試作し，

評価をおこなった． 
 
2． ローマ字表記による検索 
従来の方法では，検索にカタカナ表記を使用

したものが多い[1],[2]．カタカナ表記は日本人にと

っては馴染みやすいものであるが，次に述べる

ような理由により，入力にローマ字表記を採用

した． 

ローマ字以外の文字で書かれたものをローマ

字で表記することは国際的な理解のために一般

に行われており，日本語を母語としないものに

は，カタカナでの入力よりも，馴染みやすいと

おもわれる．さらに，日本語を入力する場合ロ

ーマ字入力が標準である場合が増えている． 
また，ローマ字表記の特徴として，子音と母

音が明示的に表記されるということがある．こ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1 システムの構成 

 

れにより，子音と母音を分けて処理をすること

ができ，二重母音の処理等の変換を効率よく行

うことができる．その結果，カタカナ表記から

直接検索する場合よりも，変換のための規則数

が少なく済み，効率よく検索をすることができ

る． 

 

3． システムの構成 
本システムの構成を図 1 に示す．入力されたロ

ーマ字表記は二重母音，促音，二音音節をひと

まとまりとする綴の処理等を行い，ローマ字表

記‐英語変換規則を適応するための中間的表記

に変換する．ローマ字表記-英語変換規則は，ほ

ぼ日本語の一音節に対応するローマ字表記とそ

のローマ字表記に対応する英語の文字列が対に

なったものである．規則表に記述された基本的

な規則数は 277 である．この中には，ヘボン式ロ

ーマ字表記と訓令式表記に関する変換規則，そ

れぞれの長音表記の変換規則，二重母音などに

関する特殊な変換規則が含まれる． 
中間的に生成されたローマ字表記に対して先

頭から区切りごとにローマ字表記‐英語変換規

則を順次適応し，候補となる英単語を英語辞書

から検索し，絞ってゆく．完全一致するものが

なかった場合，検索に失敗する直前に残ってい
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た英単語を候補として出力する．図 2 に 
“fijikkusu (フィジックス)” の中間表記 “fi ji x” に
対する検索アルゴリズムの適用例を示す． 

図 2 検索アルゴリズム 
 
 
4． 評 価 

和製英語，短縮語，空白やハイフンで区切ら

れた複合語，固有名詞を除いた英語起源のカタ

カナ語 7002 語について検索を行った．使用した

カタカナ語は，フリーの和英辞書 EDICT に含ま

れる外来語 12233 語の中から，前記条件を充たす

語を抽出したものである．結果の各語数と全体

に対する割合を表 1 に示す． 
 

全語数 7002 語    ‐ 
正しい候補のみ 3919 語 56.0% 
正しい候補を含む 1348 語 19.3% 
正しい候補の一部  209 語 3.0% 
不適な候補 1526 語 21.7% 

 
表 1 評価結果 

 
正しい候補の一部とは，検索語の単数形や派

生語などをいう．不適な候補とは，明らかに間

違った候補や，検索が失敗した時点で 20 以上候

補が残った場合である． 
75.3% の単語について正しい候補がえられた．

また，3.0% については，正しい候補ではないが，

検索語の単数形や派生語など，候補を類推でき

るような結果が得られた． 
さらに，日本語を母語としない人の評価を得

るため，研究室に在籍する中国人留学生に使用

してもらった．評価としては，カタカナでの入

力よりもローマ字での入力のほうが，使いやす

いということであった．これは，日本語の読み

を学習する際にローマ字表記を用いるからだそ

うである． 

中国語を母語とする人の場合，判別が難しい

音として，促音（例：“ハット” か “ハト” か）が

ある．促音については，このシステムでは促音

なしでも正しい単語を候補としてあげるので，

使いやすいという評価を受けた．複数の候補に

ついては，各候補に順位づけや使用可能性を表

示してもらえるとわかりやすいとのことであっ

た． 
 
5．  考 察 
入力表記にローマ字表記を用いた簡潔なシス

テムで 75.3% の単語について正しい候補が得ら

れた．正しい候補を含むに分類されたものには，

短いカタカナ語が多い．これは，外来語辞書に

あるものと同時に，類似の発音をする他の単語

が出力されることが多いからである．不適な候

補の中には，英語の中の外来語，空白やハイフ

ンを含まない複合語が多く含まれる． 
本システムの手法は，カタカナ語に対応する

英単語がテキストとして存在すれば，高い確率

で候補を得ることができる．従って，辞書に登

録されていない専門用語などについては，辞書

の代わりに対応分野の英論文テキストを直接検

索し，候補を得るようにすることが可能である． 
現在のところは，候補となる単語の表示のみ

であるが，英英辞書や英中辞書などとリンクす

ることによる使用者の母語での意味表示も検討

している． 
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